
                                                   

                                                    

                                                    

                                                    

                                                 

                  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月の行事予定              

  11日(木) 歯科検診（1年） 
  17日(水) 修学旅行（～6/8,9）  

19日(金) 校外学習（1・2年） 
13日(火) 再々検尿 
16日(金) 心臓検診（一部生徒） 
19日(月) 教育実習開始（～7/7） 
21日(水) 期末考査（～6/22,23） 
30日(金) PUSH命の授業（1年） 

 ５月の行事予定              

  12日(月) 授業参観 
      学年(学級)懇談 
      修学旅行・進路保護者説明会（3年） 

10日(水) 避難訓練 
  18日(木) 中間考査（～5/19(金)） 
  22日(月) 教育相談（5/23,25,26） 
  23日(火) 再検尿（～5/24(水)） 
      心臓検診二次 
  24日(水) 歯科検診（2年） 
      クラブ参観・懇談 
  25日(木) 歯科検診（3年） 
  26日(金) 眼科検診（1年,2・3年一部生徒） 
  31日(水) 第 1回実力テスト（3年） 

寝屋川二中・学校だより 

池田の里 
寝屋川市立第二中学校 
令和５年度５月号 
令和５年５月８日 (月 )発行 

校 長  清  水 通  生 

ヒーローといえばみなさんは、誰を思い出しますか。 

あるヒーローを生み出した「やなせたかし」さんを知っていますか。そうです。みんなに愛されてい

るアンパンマンの生みの親です。明るい気持ちにしてくれるアンパンマンですが、やなせさんの人生

は、楽しいこと、嬉しいことばかりではなく、家族との別れや戦争を経験し、「僕が生きる意味はなん

だろう?」といつも考えていました。 

 やなせさんは、若い頃、５年もの間、軍隊に入って戦争に行き、「飢え」に苦しむという辛い経験を

しました。戦争から帰ったやなせさんは、本当の正義って何なんだ？と考えながら暮らします。そん

な時、生活をしていくために廃品回収をしていた途中の道ばたで、幼い兄弟がおにぎりを分け合って

食べているのを見ました。服は汚れていましたが、2人とも幸せそうに笑っていました。その笑顔をみ

て、やなせさんはハッと気づきました。（戦争は人を傷つけることだ。でも食べ物をわけてあげること

は人を生かすことだ。「命」を応援することだ。そして、変わらない正義もある。それが献身と愛

だ。）この「弱い人を助ける」という思いで作られたお話がアンパンマンなのです。 

第一話では、アンパンマンが砂漠で疲れて動けなくなった人へ自分の顔を食べさせます。そして、

顔の半分がなくなった姿で飛び去っていきます。これを観た大人たちは「顔を食べさせるなんて残酷

だ」などと批判しました。やなせさんは、それでも「正義を貫いて人を助けようとしたら、自分も傷

つくことを覚悟しなければならない。自分の食べ物をあげてしまったら、自分が飢えるかもしれな

い。いじめられている人をかばったら、自分がいじめられるかもしれない。それでも誰かを助けたい

と思う時、本当の勇気がわいてくるんだ。弱いものが勇気をだした時、本当のヒーローになれるん

だ」と信じ、アンパンマンを描き続けました。また、テーマソングの歌詞にも「正義とは何か」、自分

自身が考え続けてきた「何のために生まれて、何をして生きるのか」 という一番大切なテーマを込め

たのです。 

 その後、アンパンマンは大人気のＴＶ番組になり、一生懸命に描いているうちに、気がつくと 90歳

を過ぎていました。病気がちになって何度も手術を繰り返し、仕事はやめてゆっくり暮らそうかと考

えていた 2011年 3月、東日本大震災がおこりました。 

 やなせさんは、巨大な津波やがれきになった町の映像を観てショックを受けました。濁流の中に飛

び込んで見知らぬ母子を助けた男性、防災無線で最後まで避難をよびかけ、自分は津波の犠牲になっ

た役場の若い女性職員・・・、ごく普通の人たちが「この人を助けたい」と勇気を振り絞って、自分

の危険をかえりみずに他人を助けた人たちがいたことが報道されたのです。こういう人たちこそが本

当のヒーローだとやなせさんは思いました。 

さらに思いがけない話を耳にしました。ラジオ番組で「アンパンマンのマーチ」が繰り返し流れ、避

難所の子どもたちが大合唱をしているというのです。傷ついても悲しくても、生きている自分を大事

にして前向きに生きよう。そんなメッセージが辛い状況にある人たちに伝わっていたのです。「これは

引退してる場合じゃないぞ!」と 92歳のやなせさんは元気を奮い起こし、被災地の人たちが元気にな

るよう思いをこめて復興をテーマにした映画をつくりました。そして、震災から 2年半たった 94歳で

お亡くなりになる直前まで絵やお話を描いたそうです。 

 アンパンマンは、やなせさんが悲しいことや苦しいことをたくさん経験し「人間が生きる意味はな

んだろう。」と考え続けた中から生まれたヒーローです。「人はなぜ、何のために生きるのか」アンパ

ンマンを通して投げかけた問いを、私たちも心に持ち続け、これからを過ごしていきたいと思いま

す。 

参考文献 「勇気の花がひらくとき」 梯 久美子 

 
双葉学園 寝屋川市立第二中学校 

校 長  清水 通生 

 3/18(土) 吹奏楽部 定期演奏会        

昨年度末にはなりますが、本校吹奏楽部に

よる定期演奏会が体育館で行われました。

１・２年生だけでなく卒業生も鑑賞に参加す

るなど、保護者の方や地域の方も多く参加さ

れ、盛大に行われました。 

 4/10(月) 始業式                                      

 新年度のスタートです。全校生徒が登校しました。２・３年生の生徒は、進級に伴う新クラス発表を

ドキドキした気持ちで待ち構えていました。新しい仲間や学級担任との顔合わせを行いました。また、

３年ぶりに対面式が行われ、この４月に入学した１年生を２・３年生が温かく迎え入れました。 

 初めての授業・初めての給食・初めての部活                          

 各クラスにて学級目標や係・委員会・給食当番・掃除当番などの役割分担について話し合い、決定 

しています。初回の授業ではオリエンテーションを行い、授業の決まり事を確認しました。 


